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市
長
の
随
筆
「
三
の
間
」

は
市
議
選
投
票
結
果
特
集

の
た
め
二
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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④
五
ヶ

庄
梅
林
6

一
、
五
一
九
票
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みどりのそよ風、あなたの季節＾4＾

忘れかけていた自然との出会いぐＳ；ふ
；ｌｉ

新らしいお茶との語らいが今はじまる

季節の贈りものは、なんといっても旬のもの
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1
5
万
市
民
の
期
待
に
な
っ
て

3
2
人
の
市
議
員
決
ま
る

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

は
、
四
月
二
十
二
日
、
市
内

四
十
三
ヵ
所
の
投
票
所
で
い

っ
せ
い
に
行
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
、
ご
ら
ん
の
三
十

二
人
の
み
な
さ
ん
が
議
員
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
今
回
の
選

挙
は
、
市
民
生
活
に
直
接
か

か
わ
る
と
と
も
に
、
八
〇
年

ど
の
よ
う

に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
か
と

い
う
大
切
な
選
挙
だ
け
に
、

高
投
票
率
が
期
待
さ
れ
ま
し

た
が
、
四
年
前
の
市
議
選
よ

り
も
四
・
八
四
刄
下
回
る
市

政
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
最
低

を
記
録
し
ま
し
た
。

野
口
一
美
①
4
1
歳
②
民
社

党
（
現
）
③
ユ
ニ
ｉ
Ｋ
カ
ａ
社
員

Ｑ
小
倉
町
久
保
2
1

ニ
、
五
四
八
票

市
ｍ
ｍ
ｍ
挙
は
、
さ
る
四
月
ま
し
た
。

十
二
日
の
告
示
と
と
も
に
三
十
六
人
投
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

の
候
補
者
が
届
出
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
少
歎
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
戦
で
は
、
市
民
の
く
ら
し
と

結
ぴ
つ
い
た
福
祉
や
、
牛
居
環
境
の

周
辺
整
備
を
は
じ
め
、
宵
少
年
の
教

育
、
哲
塁
宥
林
の
開
発
、
宇
治
川

改
『
京
奈
・
京
滋
バ
イ
パ
ス
、
奈

良
線
複
線
電
化
な
ど
の
問
題
が
幅
広

く
取
り
あ
げ
ら
れ
、
八
〇
年
代
の
宇

治
市
政
の
あ
り
万
が
市
民
に
問
わ
れ

▽
有
権
者
政

男女

▽
投
票
者
敗

男女

▽
投
果
率

男女

九
三
、
一
四
五
人

四
六
、
二
四
六
人

四
六
、
八
九
九
人

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
要

旨
は
、
次
号
の
市
政
だ
よ
り
か
ら
順

次
発
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

六
二
、
〇
五
八
人
〔
応
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要
領
〕

二
九
、
九
四
六
人

三
二
、
一
一
二
人

六
六
・
六
三
％

六
四
・
七
五
％

六
八
・
四
七
％

『
新
議
員
に
望
む
声
』
募
集

市
政
だ
よ
り
の
係
で
は
、
新
し
い

三
十
二
人
の
市
議
員
に
期
待
す
る
市

川
口
信
博
ｅ
4
0
歳
②
公
明
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（
現
）
③
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治
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議
④
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幡
平
尾
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の
9

ニ
、
二
Ｉ
〇
・
六
〇
七
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民
の
み
な
さ
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の
声
を
募
集
し
て
い
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子
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②
日
本
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③
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5
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一
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①
原
稿
の
長
さ
は
、
四
百
字
詰
め
原

稿
申
紙
二
枚
以
内
で
す
。

②
原
稿
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
蛍
蕃
書
い
て
く
だ

さ
い
（
紙
上
と
ぐ
名
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
そ
の
旨
を
付
記
）
。

③
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

④
し
め
き
り
は
五
月
十
日
で
す
。
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は
宇
治
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9
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ノ
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一
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五
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六
・
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九
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川
善
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①
4
4
歳
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民
主
党
（
現
）
③
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量
士
④
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ヶ
庄
三
番
割
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、
三
三
八
票
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－
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明
応
四
年
十

月
、
河
内
の
畠
山

義
豊
が
山
城
国
守

五
ヶ
庄
半
済

文
明
十
七
年
｛
｝
四
八
五
）
十
二

月
に
成
立
し
、
明
応
二
年
（
一
四
九

三
）
九
月
に
解
体
・
消
滅
し
た
山
撒

国
一
揆
の
経
過
に
つ
い
て
は
す
で
に

述
べ
た
が
、
中
世
の
終
焉
期
に
お
け

る
宇
治
は
、
将
軍
足
利
義
植
を
室
町

幕
府
か
ら
追
放
し
政
権
の
実
質
を
握

っ
た
細
川
政
元
の
動
き
と
か
ら
ま
っ

て
、
ま
す
ま
す
。
戦
国
の
世
’
の
色

合
い
を
深
め
て
い
く
。
そ
の
表
舞
台

と
な
っ
た
の
が
槙
島
氏
の
拠
る
槙
局

と
、
近
衛
家
の
有
数
の
家
領
と
し
て

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
細
川
政
元

は
こ
の
畠
山
勢
の
動
き
を
制
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
政
元
の
命
令
を
受
け

た
赤
沢
宗
益
が
宇
治
に
打
ち
入
っ
て

遊
佐
を
攻
め
た
の
は
そ
の
年
の
八
月

の
こ
と
、
十
月
に
は
、
遊
佐
氏
と
気

脈
を
通
じ
た
五
ヶ
蛋
ト
司
上
六
郎
な

る
者
の
館
を
攻
め
て
い
る
。
五
ヶ
庄

に
対
す
る
近
衛
家
の
支
配
は
、
こ
う

て
山
城
国
の
支
配
を
遂
行
す
＆
か
に

あ
っ
た
。
細
川
政
元
に
よ
っ
て
山
城

国
守
護
職
に
任
じ
ら
れ
た
細
川
義
春

の
被
官
三
好
七
郎
次
郎
が
、
明
応
三

年
十
月
に
宇
治
橘
寺
（
橋
寺
）
に
陣

取
っ
て
、
山
城
国
人
ら
の
支
持
を
受

け
て
い
た
前
守
護
伊
勢
貞
宗
の
勢
力

と
対
立
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
山
城

国
支
配
を
め
ぐ
る
政
治
抗
争
の
Ｉ
コ

マ
に
ほ
か
な
ら
な

護
岑
称
し
、
そ
の
将
遊
佐
弥
六
左
衛
し
た
状
況
の
な
か
で
、
急
速
に
崩
壊

門
が
入
部
、
槙
島
に
乱
入
し
て
民
家
し
て
い
っ
た
。

四
・
五
十
軒
を
焼
き
、
い
っ
た
ん
三
軍
費
の
調
達
な
ど
を
ｇ
目
に
し
て

室
戸
へ
引
き
退
ぞ
い
た
槙
島
氏
の
軍
荘
園
の
年
買
あ
る
い
は
下
地
の
半
分

い
ち
お
う
回
避
さ
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
領
主
近
衛
家
の
支
配
の
助
揺
は

も
は
や
再
生
の
余
地
を
残
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
崩
壊
は
時
間
の
問
題
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
領
主

支
配
崩
壊
の
背
景
に
は
、
半
済
吉
万

し
て
荘
園
を
押
領
す
る
守
護
被
官
ら

の
動
き
の
み
な
ら
ず
、
た
と
え
ば
近

衛
家
の
当
主
政
家
が
し
ば
し
ば
彼
の

日
記
に
書
き
残
し
た
五
ヶ
庄
農
民
の

緩
怠
・
濫
吹
と
い
う
、
領
主
支
配
に

対
す
る
抵
抗
の
姿
が
あ
っ
た
こ
と
は

ｊ
と
、
近
衛
家
の
有
数
の
家
領
と
し
て
勢
と
数
日
後
に
は
激
し
い
合
戦
を
演
が
荘
園
領
主
以
外
の
者
（
地
頭
や
守
い
う
ま
で
も
な
い
。

ご｀
あ
っ
た
。
と
ど
ま
ら
ず
、
十
一
月
に
は
塔
尾
に
ご
れ

｀
一
一
ぷ

い
う
・
‘
近
衛
家
領
五
ヶ
治
は
、
早
く
か
ら
土
一
揆
蜂
釦
の
Ｉ

‘ ヽ
国
一
揆
崩
壊
後
に
お
け
る
重
妥
な
乱
入
、
翌
五
年
五
月
に
は
木
幡
郷
民
庄
の
場
合
、
明
応
五
年
に
お
け
る
遊
中
心
地
で
あ
り
、
明
応
五
年
十
二
月

こｒ
Ｌ
χ
。
●
・
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Ｉ
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／
・
。
・
・
Ｉ
・
｀
・
・
ｆ
・
…
Ｉ
ア
な
／
Ｉ
・
。
・
Ｉ
。
Ｊ
ａ
Ｉ
・
・
。
。
Ｉ
。
。
ｊ
Ｉ
・
ａ
・
。
！
。
。
・
・
Ｉ
゛
・
・
。
ぐ
″
。
″
『
Ｉ
ｒ
・
。
ｆ
。
。
。
ｆ
Ｉ
・
″
・
・
／
・
・
。
く
。
″

し
い
闘
争
に
立
ち
上
が
っ
た
賭
罠
は

当
然
の
こ
と
と
し
て
自
ら
の
領
主
に

年
貢
減
免
を
要
求
し
未
進
を
繰
り
返

し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
五
ケ

庄
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
た

ぴ
重
な
る
守
護
被
官
ら
の
荘
園
侵
害

の
な
か
で
、
近
衛
家
は
、
こ
う
し
た

農
民
の
絶
え
な
い
闘
争
を
前
に
、
つ

い
に
自
分
の
手
で
年
貢
・
公
事
を
徴

収
す
る
自
信
を
失

な
っ
て
し
ま
う
。

近
衛
家
に
と
っ
て

は
先
祖
伝
来
の
根

本
荘
園
で
あ
っ
た

こ
の
五
ヶ
庄
に
お
い
て
、
与
利
三
郎

左
衛
門
な
る
土
豪
が
代
官
職
受
請
け

負
い
、
近
衛
家
が
そ
の
直
務
支
配
を

断
念
し
た
の
は
明
応
六
年
四
月
の
こ

と
、
こ
の
年
の
十
月
十
一
日
に
は
、

真
如
寺
に
よ
る
半
済
が
決
定
し
た
。

近
衛
家
に
よ
る
五
ケ
庄
支
配
は
、
こ

こ
に
大
き
く
泌
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
一
方
で
ま
た

在
地
に
と
っ
て
の
本
格
的
な
。
戦
国

の
世
’
の
到
来
を
も
意
味
し
て
い
た

近
衛
家
の
史
料
に
み
る
「
五
ヶ
庄
半
済
方
」

三の間

て
も
ら
う
の
は
こ
れ
で
三
回
目
で
あ

る
▼
年
を
重
ね
る
ご
と
に
成
長
し
て

い
く
状
態
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に

表
現
さ
れ
て
い
て
、
ま
こ
と
に
頼
も

し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
お
世
話
を
し

て
く
な
鼠
函
く
の
役
員
の
方
々
、

そ
し
て
努
力
を
積
み
重
ね
て
出
展
さ

れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
敵
意
を
表

し
た
い
▼
今
年
の
作
品
で
特
に
感
心

し
た
の
は
、
保
育
園
児
の
共
同
製
作

に
よ
る
塔
の
島
の
模
型
で
あ
っ
た
。

「
環
境
に
恵
ま
れ
た
保
育
所
か
ら
少

し
歩
く
と
場
の
島
、
＝
ロ
ラ
ド
峡
谷

が
あ
り
、
も
・
ｒ
＾
し
足
を
の
ぱ
す
と

大
吉
山
が
あ
り
ま
す
」
・
と
脱
明
が
し

て
あ
る
。
宇
治
川
場
の
島
付
近
の
模

型
に
は
、
喜
撰
稽
も
あ
れ
ば
塔
も
ち

0
－
ん
と
作
っ
て
あ
り
、
つ
り
橋
も
ダ

ム
も
で
き
て
い
る
。
有
名
な
亀
石
が

大
き
過
ぎ
て
川
幅
一
ぱ
い
に
ま
た
が

っ
て
い
る
の
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
こ

の
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
の
幼
い
子
供

た
ち
が
、
感
じ
た
ま
ま
、
見
た
ま
ま

を
模
型
の
上
に
表
わ
し
て
い
て
大
変

う
れ
し
く
思
っ
た
▼
次
に
四
枚
つ
づ

五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
－
こ

れ
は
、
日
本
国
憲
法
が
昭
和
二
十
一

年
十
一
月
三
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
二

十
二
年
の
五
月
三
日
に
施
行
さ
れ
た

男
を
記
念
す
る
日
で
す
。
戦
争
へ
の

刄
省
忿
夥
そ
、
旱
二
年
前
の
こ

の
日
、
日
本
は
主
権
在
民
の
平
和
な

国
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
誓
い
、

き
の
紙
ｍ
が
あ
っ
た
。
″
と
う
の
・

し
ま
の
四
季
″
と
い
う
題
で
あ
る
。

「
と
う
の
し
ま
の
は
る
で
す
。
さ
く

ら
の
は
な
が
さ
い
て
い
ま
し
た
。
は

な
び
ら
も
か
ぜ
に
ふ
か
れ
て
い
ま
し

た
」
と
書
き
、
桜
が
き
れ
い
に
描
か

れ
て
い
て
、
園
児
た
ら
が
美
し
い
塔

の
島
の
景
色
に
心
を
は
ず
ま
せ
た
様

子
か
生
き
生
き
と
表
わ
れ
て
い
た
。

。
廃
物
利
用
の
お
も
ち
ゃ
’
や
。
た

ま
ご
に
っ
き
’
も
大
変
う
ま
く
で
き

て
い
る
と
思
っ
た
。
お
と
な
の
人
た

ち
の
趣
味
の
里
一
語
、
盆
栽
、
彫
刻

も
す
ぱ
ら
し
か
っ
た
▼
こ
の
よ
う
に

今
年
の
善
法
文
化
祭
も
多
く
の
人
の

努
力
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ

た
。
こ
の
こ
と
は
部
落
解
放
を
大
き

ぐ
前
進
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る
こ
と

と
思
う
。
改
め
て
関
係
者
の
み
な
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
い
っ
そ
う
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
次
第
で
あ

る
。ｌ

ｌ
・
馬
ぼ
ふ
丸

他特売商品
1

1

々キタ電動工具

（店頭発表）十

トーヨー流し台

3割引

水道ｅ．ニールホース（高級品）

1メートル6Ｏｎ

ボールト

ｏ
＾
ａ
Ｄ
＾
≪
Ｄ
＾
ｏ
Ｄ
＾
ｏ

’錆をＫＯ、さすが物置のチャンピオン

ヨド物置超特価で出揃いましたＡ

豊富な機種、用途に応じてじっくりお選び下さい。

マルカン金物㈱ＴＥＬ．22－2131
建築金物、機械工具、電動工具、ビエ、ル波板、水道ガス配管材料、ベルト、

722

世
界
に
類
な
き

平
和
憲
法

大
変
き
び
し
い

地
方
自
治

市
民
茶
つ
み
の
集
い

摘
め
ま
す
宇
治
新
茶

あ
す
二
日
は
八
十
八
夜
－
宇
治

の
ま
ち
で
は
、
こ
れ
か
ら
が
新
茶
製

造
の
最
盛
期
と
な
り
、
あ
ち
こ
ち
の

製
茶
工
場
か
ら
新
茶
の
か
お
り
が
た

だ
よ
っ
て
き
ま
す
。

宇
治
茶
は
七
百
五
十
余
年
の
伝
統

に
さ
さ
え
ら
れ
、
郷
土
産
業
と
し
て

広
く
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
手
摘
み
を
中
心
と
す

二ＪＬ二

る
製
法
に
よ
り
香
気
や
味
に
す
ぐ
れ

て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
自
分
の
手
で
茶
の
新
芽
を
摘

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
「
市
艮
茶
つ
み

の
集
い
」
を
催
し
ま
す
。

’
・
・
当
日
は
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん

に
新
茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

一
煎
ず
つ
お
持
ら
帰
り
い
た
だ
ぐ
こ

¬

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
人
は
、
午
前
9
時
半

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
希
望
の
人
に
は
、
市
の

マ
イ
ク
ロ
パ
ス
で
白
川
に
あ
る
京
都

府
立
茶
業
研
究
所
の
製
茶
工
場
を
見

学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
定
・

員
は
8
0
人
で
す
。

お
子
さ
ま
連
れ
で
多
数
お
越
し
く

だ
さ
い
。
会
場
に
は
駐
軍
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
電
車
や
パ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
：
6
月
1
3
日
（
日
）
午
即

9
時
半
～
1
2
時
（
雨
天
中
止
）
・

▽
と
こ
ろ
・
＝
大
久
保
町
山
ノ
内
に
あ

る
森
磯
五
郎
さ
ん
所
有
の
茶
園

（
農
林
茶
業
課
）

山
城
総
合
運
動
公
園
の

市
民
説
明
会

ご
存
知
の
よ
う
に
、
京
都
府
で
は

折
居
国
有
林
に
『
山
城
総
合
運
動
公

園
』
の
建
設
を
予
定
し
、
す
で
に
建

設
構
想
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
山
城
総
合
運
。

動
公
園
建
設
構
想
に
つ
い
て
の
市
民

説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
。

市
民
説
明
会
の
日
程

▽
と
き
・
・
・
5
月
9
日
（
水
）

午
後
7
時
半
か
9

▽
と
こ
ろ
・
：
市
民
会
館
大
会
議
室

こ
の
市
民
脱
明
会
で
は
、
建
設
の

事
業
主
体
と
な
る
京
都
府
企
業
局
が

説
明
を
行
い
、
そ
の
あ
と
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
ｍ
ｍ
し

て
い
ま
す
。
宇
治
市
内
に
建
設
さ
れ

る
山
城
総
合
運
動
公
園
を
よ
り
よ
い

公
園
に
す
る
た
め
、
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
市
で
は
5
月
1
1
日
発
行
の

市
政
だ
よ
り
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

や
建
設
構
想
に
つ
い
て
く
わ
し
く
お

知
ら
せ
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
お
寄
せ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
）

5月3日は

憲法記念日
宇
治
市
史

の
窓
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お
茶
の
間
で
学
び
ま
せ
ん
か

い
ろ
い
ろ
な
学
習
要
求
を
も
つ
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
嬰
望
に
応
え
る

テレビ市民セミナー日程表

た
め
に
、
テ
レ
ビ
市
民
セ
ミ
ナ
ー
が

開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
お
茶
の
間
の

学習コース 学習内容 スクーリング 講師

テレビ英会話Ｉ中学程度の英語力ある方を対象に英語の日常的な表現をマ

スターする。

％％・28％・26％％％

午ｉ≪7≫，＞～9時

京都教育大学

教授栗田修

趣味の皿芸 番組とスクーリングを洒Ｌ’て伺ｓの楽しさを味わう，．
％％％％舅％

午前ｌＷ～12昨

セントポーリア苑
柴田明

生活の中の
日本．史

地方史，民衆史．生活史、風俗など庶民の歴史に視点をお

き．≪棟なＵ本史を考える。

％％％％％％

午後2時～4Ｂ．ｆ

京都府立城南高校

教諭山田良三

通信高校訓座
日本史

現代社会の成立ちを知■■）．社会をよりよいもの：こするため

日本史を学ぶ。

％％％％・29％

■ｒｉｆｔ2時～4時

京都府立東宇治高校
教諭加納和男

おかあさんの
勉強室（5．6年）

子ども．の成長についての知識や家庭教育の問赳などｉ：ｉｆｉ＜ｔ

います。

％％・26％・2Ｉμ’・21Ｖｔ

’ｒｒＷ9Ｂ．5Ｔ’－ｌｌ時半

番組を素材にした話合い、学習や必要に

応じ講師を招く。

サラリーマン

‘ライフ

変化のはげしい現代を・Ｄａか

に生きるヒントや悄報などサ
ラリーマンの生き方を考える。

％刄％％％％

午ａ7時－9時
同上

人間模様
シリーズ

「夫婦」「極楽家族」「隣人戦争

」のＶＴＲを利川して、人問関係などを考える。

％％・22％・27％・24％

午ｆＳ7時～9時
同上

Ξ
一
Ξ
一
三
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
一
Ξ
Ξ
Ξ
一

田
美
紀
ち
ゃ
ん
（
左
）
・
真
紀
ち
ゃ
ん

＝
広
野
町
新
成
田
一
〇
〇
－
二
二
七

健康の
コーナー

この欄に掲載するお子さん（53年5月生

まれ）を募集しています。市役所文書広

報課にご連絡ください。多数の場合は抽

テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
、
魅
力
あ
る
学

習
内
容
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
新
し

い
学
習
形
態
の
調
廊
一
で
す
。
。

こ
の
同
座
で
は
、
自
宅
で
指
定
の

番
組
み
を
見
て
個
人
学
習
を
し
、
隔

週
、
ま
た
は
月
一
回
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
で
討
論
な
ど
の
相
互
学
習
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
専

門
調
師
の
指
導
も
受
け
て
学
習
を
禰

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
≪
は
市
内
在
住
、
在
職
の

高
校
生
以
上
の
人
で
す
。
申
込
み
は

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希
里
Ｊ
‐
ス
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
住
所
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
、
五
月
十
二
日
ま
で

に
宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
－

9
、
○
二
八
〇
四
番
）
ぺ
。

先
着
順
に
定
員
四
十
人
ま
で
辱
符

け
ま
す
。
た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

ラ
イ
フ
の
み
三
十
人
。
な
お
、
一
人

召
Ｉ
ス
に
限
り
ま
す
。

（
公
民
館
）

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

服
用
さ
せ
ま
し
ょ
う

小
児
マ
ヒ
か
ら
お
子
’
λ
を
守
る

た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を
服
川

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
二
回
服
用
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
服
用
の
対

象
は
生
後
三
ヵ
月
か
ら
四
歳
末
胴
の

Ｈ
Ａ
Ｊ
4
）
Ｐ
す
。
な
る
べ
く
一
歳
六
ヵ

月
ま
で
に
二
同
服
川
し
ま
し
ょ
う
。

▽
お
ね
が
い

の
次
の
場
合
は
服
川
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ワクチンの服用日程

種
を
し
て
1
ヵ
月
以
内
。

・
三
種
混
合
の
予
防
接
種
を
し
て
Ｉ

自動車文庫（5月分）

ソ倉10．00～10．50≒ヒ小倉小学校
ケ原14．00～14．50緑ケ原児童公園

－－皿一→50紫ヶ丘公民館前

00ユニチカ社宅横

50遊田三角公園結
核
・
循
環
器

住
民
検
診

－－－●－ａ月日（曜）
会場

5／8（火）府営西大久保団地第3集会所

9（水）北木幡集会所
10（木）ｑ．椋公会堂
11（金）菟道公民館
14（月 西小倉集会所Ｒ

15（火）紫ケ丘公民館
16（水）東宇治幼稚園
17（木）神明公民館
18（金）東目川公民館
21（月）木幡公・民館
22（火）小倉公民館
23（水）開公民館
24（木）伊勢田公民館
25（金）広Ｉｆ公民館
28（月）西小倉集会所⑧

29（火）
市民会館笠取小学校

笠取第二／ｊ淳校

選します。（保健衛生課）‾七ん三

，月日 ．Ｊ＾所＿

市民会館－．3階

対象など＿＿．＿＿＿

54年ｌ月生

ふ皿■皿■㎜－－－￥一一一・－Ｊ－■■－－

満6ヵ月児～ｍｉヵ月児

ｉ㎜＝ｉ－・・

52年10月生

母子

霜

は必

ずお

持ち

くだ

さい

○

受付時間

＝7■■■㎜－

13．30～

14．303ヵ月児健康診査

5．8

一一一一一

15

●一一－■皿●－

22

－－

5．14

乳児相談 惚届擢
9．30～

11．00

●－－－－■■

13．30～

14．30

28・一一－5．11

－－18
ｉ歳6ヵ月児健康診査 市民会館3階

25－●－

5．4

低体重児健康診査 宇治保健所 出生時2．500ｆ以下で53年11月生
9．00～10．30

7－－－一一

5．14

9．00～

15．00

■ｗｗ－13．30～

14．30幼児相談 市民会館3階 ｌ歳児～Ｚ歳児

母親教室
5．ＩＳ

労働セツルメント
前編 妊婦

13．15～

13．30

－－－■

9．30～

11．00

23 後編

血圧相談

5．11一一

18

木幡公民館

希望者広野公民館
25 小倉公民館

健康相談日
5．18－－

25
市役所保健衛生課電話での相談も受付けます乳幼児の相談は除きます

9．30～
11．00

献血デー

5，21
コピアＫＫ関西工場（木幡正中）

血ｍか不足していま

す。

みなさんのご協力を

お願いし■ｔｔ。

10．00～12．00

粟村金属工業（宇治樋ノ尻） 13．30～15．30

31
゛『ぶ血

（槙島町目川）

1Ｏ．＜ｏ～12．00

13．30～15．30

1歳6ヵ月健診の通知の届かない人は市役所保健衛生課までご連絡・3ヵ月健診，

ください。

16日開10．00～10．50開公民館前（水）南陵町11．10～12．00．一丁目横広場

‘゛伊勢’田14．00～14．50伊勢田神

ｍ萬筋）

●3歳児健診は，54年度から対象を満3歳3ヵ月児に変更しますので．ｉ月から

7月までは実施しません。

●・低体重児健診の通知の届かない人は保健所までご連絡ください。

犬
の
引
取
り

23日広，野10．00～10．50広野集会所前

（水）神明14．00～14．50神明公民館横

－－・－・・Φ－〃ミ－ａミ・－ａｉ■－¬・皿㎜－－－・■・晶・・ａ－ａ・■・ｊ
25日南入山10．00～10．50沢井食料品店横広＾

（金）広岡谷11．10～11．40小笠原氏（三重塔前
岡屋14．00～14．40岡屋小学校－－

29日六地蔵．9．50～10．40木幡／ｌ校裏門前
（火）

凛
石氏宅前）

木幡10．50～11．30木幡公民館前一一一一

30日黄業10．00～10．50平野町児童公園
（水）福ダ・角11．10～12．00福角公園前

御蔵山14．00～14．50御蔵山小学校

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

初
等
講
習
会

水
道
料
金
低
所
得
者
用

基
準
額
を
改
正

市民図書室案内…宇治市公民館（市民会館）2階ｌｉ

あります。
開室時間…午前9時～午後5時ニ

休室Ｂ…毎週月曜日，毎月末日，祝日，年末・年始。

貸出業務・・・1人2冊ま・でで，2週間貸出します。無料。

・
・
●

料
金
の
適
愚
尿
が
表
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
基
準
内
の
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
’
‘

申
謂
に
は
、
低
所
得
者
用
申
請
書

と
、
昭
和
5
3
年
中
の
所
得
受
趾
明
す

る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
や
民
生
委
員

が
証
明
す
る
無
職
無
収
入
証
明
な
ど

）
を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。
す
で

に
認
定
旁
丈
け
て
い
る
人
は
、
継
続

申
請
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
申

請
書
は
料
金
係
の
窓
口
に
置
い
て
い

ま
す
。

ま
Ｕ
’
ｉ
ｒ
居
保
護
世
帯
に
は
、
こ

の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
福
祉
事
務
所
を
通

し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

遭用基準額

給与所得
（総収入額）

（
水
道
部
）

容
の
市
民
文
化
祭
が
5
月
5
日
と
6
日
に
市
民
会

春の市民文化祭

を
作
ろ
う
、
児
童
作
品
展
示
、
抹
茶

の
立
て
方
、
映
画
（
5
日
午
後
2
時
）
＝

「
つ
る
の
巣
ご
も
り
」
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
」

▽
文
化
作
品
展
示
・
・
・
盆
栽
、
写
耳
、
生
花
、
俳

句
・
短
歌
、
Ξ
一
筰
品

▽
茶
席
・
・
・
煎
茶
Ｓ
＝
ｉ
ｏ
日
、
抹
茶
席
＝
6
日
い
ず

れ
も
一
服
二
百
円
。

▽
水
石
・
盆
栽
展
・
・
・
宇
治
神
社
。
＼

各種園芸用品・造園材料卸と小売
松，さつき等各種盆栽をはじめ牡丹，シャクヤク，

観葉植物などなんでも揃う店です。

国道24号線小倉の信号
日本造園連合会々員

4
＾から東゛約400ｍ＾＊＆；

：ク‘・之宇治半白12Ｓ

ＴＥＬ22－8377

゛造園1植木のことなら

何でもご相談下さい

・（造園ロ―ンも有ります），

723

そよかぜ号巡回日程

テ
レ
ビ
市
民
セ
ミ
ナ
ー
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3
1
木

■
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相
談

は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。
家
庭
児
童
相
談
は

月
Ｉ
金
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
に
宇
治
福
祉
園
内
で
。
ま
た
、
高
齢
者

゛
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
宇
治
橋
通
り
分
庁
舎

内
で
職
業
紹
介
を
行
い
ま
す
。

Λ
相
談
メ
モ
Ｖ

■
結
娠
相
談
。
結
婚
は
、
人
生
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
、
色
々
な
悩

み
や
不
安
が
生
じ
た
り
も
し
ま
す
。
結
婚
問
題
で
相
談
か
あ
り
ま
し

た
ら
、
毎
週
土
曜
日
（
第
五
土
曜
日
を
除
く
）
に
川
東
公
民
館
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

2
9
火

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

2
8
月

2
6
土

2
5
金

2
4
木

法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
5
時
）

移
動
市
民
相
談
（
六
地
蔵
公
会
堂
1
0
時
？
1
5
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

市役所清掃課

Ｊ
高

’
勾
Ｊ
竺
』
頴
Ｊ
ド
’
１
ｍ
ｏ

■
＆
-
３
.
ｍ
ｍ
^

」
ｈ
Ｊ

村
口
陣
場
拾
村
西
山
ま
内
北
丘
浦
’
米
’
ら
前
ノ

ー

岡
道
域
山
生
踏
保

上
出
先
薗
’
中
以
一
尖
大
文
治
ノ
’
ヶ
南
居
’
３
田
か
所
上
了
・
府
仝
北
桐
鋏
久

”
も
’
曲
’
阪
一
’
私
序
川
陣
尾
桐
’
下
落
宅
成
口
出
の
和
添
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町
”
国
’

割
筋
住
前
大
浦
京
尾
森
方
の
’
桧
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矢
杜
新
田
派
東
大
３
野
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倉
谷
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番
中
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台
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琶
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以
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一
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宅
坪
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居
森
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伊
尻
池
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三
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停
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1
1
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回
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順
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架
弟
‰
緩
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Ｊ
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一
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然
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四
ａ
Ｑ
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丿
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漕
・
’
汪
哩
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「
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ぐ
本
ぐ
ぐ
門
治
町
町
ｌ
ぐ
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心
ぐ
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山
ぐ
浦
一
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ぐ
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ぐ
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金
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ぐ
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池
原
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町
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幡
庄
治
町
町
町
町

四
・
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皿
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『
器
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。
ご
談
Ｉ
Ｊ
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晶
。
ヶ
木
晶
晶
晶
ヶ
嘔
―
保

五
明
菟
宇
羽
南
六
木
槙
宇
槙
府
六
木
五
一
開
広
菟
宇
白
志
木
小
伊
宇
緑
名
安
伊
広
大
小
伊
木
五
宇
羽
伊
広
一
一
一

2
2
2
1
2
3
’
2
5
2
4
一
6
2
9
2
8
3
0
3
1
八
５
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'
Ｈ
Ｃ
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C
O
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裏

1
0
1
1
1
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1
4
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1
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1
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1
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1
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I
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水
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火

2
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月

1
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火

－
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水

Ｉ
一
一
－
１
－

1 7
木

－
・
‐
！

1 8
金

Ｉ
Ｉ
－
－
１
－

1
9
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

精
神
薄
弱
者
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
6
時
）

1
4
月

1
2
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

1
1
金

1
0
木

法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
1
1
5
時
）

７
月

’
‐
－

８
火

ｌ
・
｜
－

９
水

５
祝

１
火

‐
－

２
水

－３
祝

－４
金

人
権
相
談
（
市
民
会
館
1
0
時
～
1
5
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

５
月
の
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

城南衛生管理組合
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頌
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Ｎ
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